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「北国の嶺に雪ふる雨水かな」・・・・・角川春樹・・・・雨水（うすい）の候＞ 

雨水は二十四節気の一つで、雪が雨にかわり、冬の間に降り積もった雪が解けてせせらぎ

となる季節です。柔らかい日差しと暖かな雨が草木の芽生えを助け、日に日に春の息吹を感

じられるようになります。特に農作業に取りかかる時期の目安とされてきました。 

雨水は春に向かっていく時期のことを指すものです。そんな雨水には、お雛様を飾るのに

良い時期であるとされています。雨水にお雛様を飾れば良縁に恵まれるとされており、特に

午後から飾るのが良いとされているようです。厳しい寒さが辛い時期でもありますが、お雛

様を飾るなどして春の訪れを待つのもいいかもしれません。2 月というとまだまだ寒い日が

続いておりますが、私たち剣道家にとっては寒い冬が過ぎ、いよいよ春の到来です。剣道の

稽古に励んでいきたいものです。昨年から新型コロナウイルス感染も落ち着きを見せていま

す。コロナ禍で行動を制約された時間を過ごしてきましたが、体幹などの身体づくりや稽古

の基礎基本を大事にして、本来の剣道の楽しみ方を過ごしていく時期かもしれませんね。 

報告（１）・・第 72回 全日本都道府県対抗剣道優勝大会県予選 

および第 16回全日本都道府県対抗女子剣道優勝大会県予選 

令和 6 年 2 月 12 日(月/祝)県立西陵高等学校武道場において標記予選会が開催されました。 

本大会の男子は令和 6 年 4 月 29 日(月/祝)エディオンアリーナ大阪、女子は令和 6 年 7 月 15 日(月/祝) 日本武道館（調整中：東

京都千代田区）で開催されます。選手の皆さんの実力が十分に発揮され、最高の試合ができますよう祈念申し上げます。 
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『 剣道八段を拝受して』・・・・剣道教士八段 藤原昌史 理事長 

相手をどのように引き出すか…心の在り方を感じる稽古 

（剣道時代 2024 年 4 月号掲載） 

４８歳からの受審で２０年を要しました。その間二次審査に進むこと２０回あまり。 

その高い壁に何度も苦い思いを経験。試行錯誤を繰り返し今回の結果を得ることができま

した。その間ご指導戴いた皆様に感謝の念を禁じえません。 

年齢を重ねるたびに体力も衰えてきます。故障も数知れず。アキレス腱断裂、肩鎖関節じ

ん帯断裂、近年では頸椎狭窄症を患い右手がしびれる状態で、竹刀をまともに握ることがで

きず、前日まで近くの仲間に構え方がわからなくなったと漏らしていました。 

教職を務めている期間は各種全国大会での稽古で様々な先生方と稽古ができる機会を得ました。６０歳での定年後は部活

の指導と山登りで体力の維持に努めました。６６歳から県剣道連盟の仕事に従事し稽古量が大きく減少しましたが、週一回

地元での稽古会で仲間と基本を中心の稽古に励み、月２回の国体強化練習会、県剣連主催の大会及び講習会終了後の稽古会

などできるだけの稽古を続けてきました。 

自分の特徴は出頭面。相手をどのように引き出すか。そのことを中心に考えて稽古を続けましたがなかなか思うようには

いきません。心の在り方の問題でした。 

『ただ誘うだけでは相手は打ってこない。動かざるを得ない状況に持ち込む。「う」のところで出頭。躊躇していれば仕掛

け崩して面か小手・面』兄からのアドバイスを常に頭にいれ稽古しました。 

国士館大学でご指導いただいた範士矢野博志先生からは「八段を通る人は神様が背中を押して面が打てる。いつかそんな

日がくるからあきらめず稽古を続けること」と励ましの言葉をいただいておりました。 
「雨垂れ石を穿つ」高校で指導しているとき道場に掲げました。生徒に向けてというより自分に向けての言葉でした。「歩

歩是道場」高校剣道部手ぬぐいの文字です。いかなる時もいかなる場所も自分を高める場所となる。一歩一歩近づけるよう

稽古を続けました。 

今までの二次審査では必要以上に相手を畏れ、迷いや焦りがありました。こちらが堂々とした姿勢であれば相手のほうに

焦りや迷いが生じるはずと自分に強く言い聞かせました。 

二次審査では自分の番が来るまで少し離れた場所で誰とも話さず、呼吸法を繰り返し、集中力を高めました。「審査終盤

になると心が荒んでくる」という兄の助言を最後まで注意し、審査は息が乱れることもなく終えることができました。翌日

合格した同級生の甲斐先生（宮崎県）にも尋ねたところ終了後は息が乱れなかったとのことでした。 

今回がうまくいっただけかもしれません。しかし今後も「雨垂れ石を穿つ」「歩歩是道場」の教えを守りながら稽古に励

みたいと思っています。 

 

 
 

 

 

11 月 21 日 1 日目 合格者 9 名/1923 名 合格率 0.468％  県剣道祭での剣道八段証書授与 
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報告（２）・・令和 5年度(第 25回)県下剣道祭 

令和 5 年度(第 25 回)県下剣道祭が 12 月 24 日(日)、長崎県立総合体育館(サブアリーナ)にて開催されました。 

演武・試合の開始に先立ち、全日本剣道連盟表彰（西島豊博先生、志成会、剣喜会、大野剣心会、錬心舘）ならびに剣道八段証

書授与（藤原昌史理事長）がありました。その後、日本剣道形試合、紅白試合（居合道、杖道、剣道）が行われ、白軍が 8 勝 7 敗 11

分けで優勝しました。居合道、杖道、剣道の白熱した試合に会場中が盛り上がりを見せていました。 

紅軍監督：永岡 義定（大村市）・・・・・・・・白軍監督：山本 数彦（佐世保市）  

 

  
剣道祭 試合結果 日本剣道形 優勝 諫早市剣道協会 

   
剣道有有功賞 西島豊博先生（杖道） 少年剣道教育奨励賞  紅白試合① 杖道 

   

紅白試合② 居合道 紅白試合③ 剣道 小学生の部 紅白試合④ 剣道 中学生の部 

   
紅白試合⑤ 剣道 高校生の部 紅白試合⑥ 剣道 一般の部 紅白試合⑦ 剣道 大将戦 

 


